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徳島県の高等学校では、夏休みに「中学生体験

入学」というものをおこなっています。私の勤務

する徳島県立城東高等学校でも、平成 19 年度は

994 名の生徒と 61 名の中学校教諭等、及び、177

名の保護者、計 1232 名の参加を得て「中学生体験

入学」がおこなわれました。994 名という生徒数

は、本校の全生徒数に匹敵し、入学定員の約 3 倍

になります。職業科のある高校なら、どんな授業

をやっているのか見てみる価値がありそうですが、

本校は普通科ですので、「体験入学」といっても、

生徒は普通教科の授業を 1 時間だけ受けることに

なります。それにどれほどの意味があるのか甚だ

疑問ですが、しかし、やるしかないので、私も数

学の授業をおこないました。考えてみれば、この

授業は、たった 1 時間のうちに生徒の心を掴み、

本校に入学したいという気持ちを強くしてもらわ

なければならないという難しさがあります。が、

同時に、カリキュラムに縛られず、自由な内容で

できるという面白さもあるわけです。

この「中学生体験入学」の授業で、私は、「数学

は役に立つ！」という独特なテーマを設定し、数

学の有用性と面白さを実感してもらおうと考えま

した。

「数学は何の役に立つのか？」、「数学は何のた

めに勉強するのか？」という疑問を持っている人

は多いでしょう。もちろん、買い物など、日常生

活をしていく上での算数の必要性を否定する人は

いないでしょうし、物理学の研究などに高等な数

学が必要であることも明白です。しかし、多くの

人々は、「日常生活の中で『連立方程式』や『２次

関数』などが必要になることはない」と確信して

いるのではないでしょうか。このために先の疑問

などが出てくるのではないかとも考えられます。

そして、この確信は、数学を学ぶことが人間の動

作や脳活動に何らかの有意義な効果を意識下でも

たらすという研究結果でも現れない限り、事実に

他なりません。実際、私自身も日常生活の中で連

立方程式や微分方程式を解くことはまったくあり

ません。数学を使う機会がなければ、それが役に

立つものだという実感が持てないのは当然だと思

われます。（学習指導要領では「数学的な見方や考

え方・・・を積極的に活用する態度を育てる」と

いうことが数学教育の目標とされていますが、こ

ういう高邁な目標が本当に妥当なものなのか、い

ったい達成できるものなのか、大いに疑問です。）

ところで、加減乗除や高等数学ではなく、中学

校・高等学校で学ぶ程度の数学（これを本学会の

名前にもなっている「学校数学」と呼べるかもし

れません。）が身近にある最新の機器に応用されて

いる例があることは案外知られていません。そこ

で、私は、Ｘ線ＣＴやＧＰＳに「学校数学」が応

用されていることを知らせ、「数学は役に立つ！」

ということを実感してもらうことにしました。

しかし、私は「数学は役に立つ、だから数学を

勉強しなさい」と言うつもりはありませんし、「数

学を学ぶのは、数学が役に立つものだからだ」と

も思いません。もちろん、将来仕事で数学が必要

になるような人は別ですが、私は、一般的には「数

学は面白いから学ぶのだ」と思っています。とこ

ろが、多くの生徒は「数学は面白くない」と考え

ているようです。本当は数学はたいへん面白いも

のなのに、どうしてこういうことになるのでしょ

うか。やはり、私たち数学教師が数学の面白さを

生徒に十分伝えていないと考えるべきなのでしょ

う。私は普段の授業の中でいつもこのことを考え

ていますが、ついつい受験対策中心の、進度ばか

り気にした授業になってしまいます。こうして、

私の意図とは逆に、私自身が数学嫌いを作り出し

ているのかもしれません。

そこで、この「中学生体験入学」における授業

では、何でも扱える利点を活かして、「数学は面白

い」ということを明確に示そうと考えました。そ

のための題材は、中学生でもわかる計算のもので、

しかも、数の不思議をビジュアルに示せるものと

して、カオスが良いと思いました。



こうして、次のような授業を行いました。数式

などを記した、レジュメのようなプリント（図１）

を１枚配布しました。

1. Ｘ線ＣＴと連立Ｘ線ＣＴと連立Ｘ線ＣＴと連立Ｘ線ＣＴと連立 1 次方程式、行列次方程式、行列次方程式、行列次方程式、行列

まず、Ｘ線ＣＴを使うと体の断層像が得られる

ことを伝え、そのサンプル（頭部）をプロジェク

ターで見せました。そして、このプロジェクター

の光に手を差し出して、レントゲンならこのよう

に影を撮っているだけだが、いったい断層像はど

うやって撮っているのだろうか、と問いかけまし

た。Ｘ線ＣＴは、いろいろな角度からの影のデー

タを取っていますが、そのことを説明するために、

自作のソフト（図２）を用い、先のサンプルにつ

いて 3 方向からＸ線を当てたときの影の様子をプ

ロジェクターで見せました。こうしたデータから

連立 1 次方程式を立てて解いているのだというこ

とを説明し、断面を 3 × 3 に分割した簡単なモデ

ルについて実際に連立方程式を解かせました。こ

れは 9 元 1 次連立方程式で、中学生にとっては未

知数の数が多いですが、ほとんどの解を 0 にして

おき、0 と分かった項を消していくだけで解ける

ように工夫しました。実際のＣＴは、1000 × 1000

＝ 100万に分割すると、「100万元 1次連立方程式」

を解くことになるが、それは、高校で習う「行列」

の考えを使ってコンピュータで計算すると、一瞬

のうちに解ける、と伝えました。

図２ ３方向からＸ線を当てて影のデータを取っ

ている様子を示す。実際の授業では、人の

頭部の本物のＣＴ画像を用いた。

2. ＧＰＳとピタゴラスの定理ＧＰＳとピタゴラスの定理ＧＰＳとピタゴラスの定理ＧＰＳとピタゴラスの定理

ＧＰＳは車載ナビなどに使われており、正確な

位置を知る道具であることはほとんどの生徒が知

っていましたが、その原理は誰も知りませんでし

た。ひとりの生徒だけが、ＧＰＳ携帯は衛星から

の電波を受信している、ということを知っていま

した。私は、ＧＰＳが電波を発信して誰かに位置

を問い合わせているのではないし、衛星が位置の

情報を発信しているわけでもない、実は、衛星が

正確な時報を発信しており、ＧＰＳはそれを受信

しているだけであると伝えました。そして、時報

を受信するだけでどうして自分の位置が分かるの

だろうか、と問いかけました。黒板に、本当は立

体的なものだが ｘｙ平面で考えることを断って、3

個の衛星と自分の位置の図を描き、異なる衛星か

らの時報の到着時刻のずれから、ピタゴラスの定

理を使うと、自分の位置（ｘ座標とｙ座標）につ

いての連立方程式が立てられることを示しました。

3. 電子体温計と等比数列（＋等比数列で金儲け）電子体温計と等比数列（＋等比数列で金儲け）電子体温計と等比数列（＋等比数列で金儲け）電子体温計と等比数列（＋等比数列で金儲け）

水銀を使う旧来の体温計は水銀が体温と同じ温

度になるまで待たなければならないが、電子体温

計はかなり短い時間で体温を表示することができ

ること、及び、その理由を説明しました。体温計

の温度が体温に向かって変化していくとき、両者

の温度の差が一定時間に一定数倍ずつになってい

くが、これは「等比数列」の一例であることを知

らせました。そして、具体的に 30 °、32 °、33.6

°・・・と体温計の温度が変化していく場合につ

いて、体温ｘ°と倍率（公比）ａについての連立

方程式を立てて見せ、これを解かせてみました。

ａｘという項が出るので、中学生にとっては若干

発展的で、少し手こずっているようでしたので、

私が黒板で解いて見せました。また、「数列の極限」

や「微分」の考え方を利用することもでき、原理

的には非常に短時間で体温を「予測」することが

できることを知らせました。

ここで、「等比数列」が出てきたので、ちょっと

余談ということで、初項 1、公比 2 の等比数列を

利用すると大金持ちになれる、そのためには、９

月になったら、お母さんに「お小遣いは、1 日は 1

円、2日は 2円、3日は 4円でいい、その代わり、

こういう風に毎日倍々にしていってね」と話して、

このように約束しよう、と話しました。9 月 30 日

に受け取れる金額を予想させてみると、最大でも

100 万円でした。2 ３０ ，2 ２９ を計算して見せ、こ

の方法を使うと必ず億万長者になれるので、「うま

くいったら 1 億円ぐらい頂戴ね」と話しました。



以上で「数学は役に立つ」ことを示したわけで

すが、「役に立つから学ぶ」のではない、「面白い

から学ぶ」のだ、ということで、以下の 2 例で数

の不思議＝面白さを示しました。

4. ロジスティック写像ロジスティック写像ロジスティック写像ロジスティック写像

計算としては 2 次関数の値を求めるだけだが、

非常に不思議な結果が得られる例として、「ロジス

ティック写像」を紹介しました。計算方法を説明

した後、自作のソフトを実行して、プロジェクタ

ーで見せました。「係数を変化させたときの数値密

度マップ」（図３）では、非常に美しい画像が得ら

れます。各自の机上にあるパソコンでも表示させ、

この画像の任意の領域を拡大してみるように指示

しました。とても不思議な入れ子状態が確認でき

ました。

図３ y=ax(1-x) の y を x に代入する計算を何万

回も繰り返す。図の横軸は a (0 ～ 4)、縦

軸は y の値で、y の出現頻度が高いほど明

るくしている。図はその一部を拡大してい

る。

5. マンデルブロー集合マンデルブロー集合マンデルブロー集合マンデルブロー集合

これも比較的簡単な計算で非常に美しい（グロ

テスク？）画像が得られます。やはり、計算方法

を説明した後、自作のソフト（図４）を実行して、

プロジェクターで見せました。さらに、各自の机

上にあるパソコンでも実行させ、任意の領域を数

万倍にも拡大して、不思議な形が入れ子状態にな

っていることを確認できました。

この２つの例でカオスの不思議は感じてもらえ

ましたが、時間不足もあり、説明が不十分で、計

算の手順と図の関連を納得してもらえた生徒は少

なかったと思います。だいたい、後から考えると

内容が多すぎました。上の 5 項目でゆとりを持っ

て授業するには、2時間必要だと思います。

授業の最後に、簡単に感想を書いてもらいまし

た。以下は、37 名全員について、書かれている内

容を簡単にしてまとめたものです。延べ数です。

難しかった・・・・・・・・11

よく分かった・・・・・・・・・7

面白かった、楽しかった・・・・・・25

数学が好きになった、興味が湧いた・・・15

全体として「難しかったけど、楽しかった」と

いうことのようです。参加した生徒は 5 教科の中

から数学を希望した生徒ばかりですが、中には「も

ともと数学が好きだが、ますます数学が好きにな

った。もっと追求したい。」といった感想も２、３

ありました。これ以外に「先生が面白かった」と

いうのも目立ちました。だいたい、1 時間だけの

体験授業で分かることといえば、どんな先生がい

るか、というのが第１でしょう。その意味では、

今回の授業は、まあ不合格ではなかったというこ

とでしょうか。

授業で使用したソフトは、すべて私のホームペ

ージで公開しています。フリーソフトですので、

ぜひ一度ご高覧ください。モンテカルロ法で円周

率を求めるソフトや、教科「情報」で使える画像

処理ソフトなどもあります。授業で活用して頂け

れば幸甚です。ＵＲＬは次のとおりです。

http://www7a.biglobe.ne.jp/~EDEL-plus/
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